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居費

死

J
V
l
ジ
エ

ツ
ク
三
一
形
式
的
同
種
性
の
問
題有

田

正

調
逸
白
統
計
曲
学
者
に
依
っ
て
統
計
方
法

(
E
E
E宮
冨
Z
E主
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
が
、
大
量
観
察
訟
で
あ
る
己
と

は
濁
遜
統
計
撃
の
一
つ
白
特
色
で
、
そ
の
代
表
的
事
者
と
し
て
は
ヨ

V

ラ
1
F
G
P
Z邑
)
マ
イ
ヤ

1
2
'
4
冨
昌
ユ
ジ

1
ジ
エ
ツ

ク
(
戸

N
m
h
r
)
ム
ヱ
ラ

1
2
E
H
h
S
F
H
)
等
で
あ
る
が
、
併
し
己
れ
ら
の
諸
墜
者
に
依
っ
て
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
大
量
翻
察
法
は
寅
は

大
量
観
察
の
技
術
的
過
程
の
手
績
に
過
ぎ
友
い
。
こ
れ
ら
の
諸
塵
者
の
著
作
よ
り
大
景
観
察
の
技
術
的
過
程
の
正
確
な
る
議
行
が
如

何
に
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
同
来
て
も
、
そ
れ
ら
の
諸
規
定
の
根
強
は
一
不
さ
れ
て
ゐ
た
い
。
況
し
て
大
量
観
察
法
が

研
究
方
法
と
し
て
も
つ
意
義
・
性
質
並
び
に
必
然
性
に
就
て
明
確
に
し
て
且
十
分
友
る
規
定
を
鷲
見
す
る
と
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ

る
。
澗
泡
統
計
感
心
も
つ
偏
向
ム
」
限
界
を
我
々
は
E

D
黙
に
求
め
る
と
と
が
肉
来
る
が
、
い
ま
一
つ
湖
逸
統
計
撃
が
統
計
利
用
者
に

濁
し
て

R
し
い
統
計
利
用
心
指
針
を
奥
へ
て
ゐ
左
い
と
云
ム
貼
忙
も
亦
求
め
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

し
か
し
我
々
が
最
近
の
統
計
阜
の
設
展
を
考
慮
す
る
時
、
不
十
分
乍
ら
も
己
れ
ら
D
諸
問
題
に
封
ず
る
解
明
K
力
が
注
が
れ
、
か

ジ
ー
ジ
エ
ツ
ク
ー
と
形
式
的
同
種
性
白
問
題

第
五
十
二
巻

位H
五

第

腕

戸、
九



ジ
ー
ジ
ヱ
ヲ
タ
と
形
式
的
同
種
性
四
問
題

第
五
十
二
春

第

糠

二
四
六

九
C 

L

る
方
面
に
於
て
自
己
反
省
が
う
左
が
さ
れ
、
再
出
護
白
機
が
熟
し
つ
L

あ
る
こ
と
も
認
め
ね
ば
注
ら
ぬ
。

年
に
至
る
『
統
計
的
同
種
性

(a・
2
2
E
E四
宮
町
)
』
に
闘
す
る
論
挙
は
、
問
題
性
の
明
確
左
る
把
掻
が
十
分
で
た
か
っ
た
た
め
に
、

一
九
三
八
年
よ
り
三

O

若
干
の
轄
を
除
〈
と
十
分
た
成
果
を
皐
げ
る
に
は
至
ら
泣
い
で
終
結
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
は
云
へ
、

一
方
に
於
て
大
景
視
察
法

。
意
義
・
性
質
並
び
に
方
法
と
し
て
も
つ
必
然
性
に
閲
す
る
問
題
の
提
起
と
た
り
、
と
れ
ら
む
諸
問
題
。
解
明
に
寄
興
す
る
所
少
〈
な

か
っ
た
し
、
他
方
に
於
て
統
計
利
用
の
諸
問
題
白
解
決
に
資
す
る
所
非
常
に
大
怠
る
も
白
が
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
に
於
て
姐
上
に
上

さ
れ
た
問
題
を
徐
討
す
る
時
、
そ
と
に
倣
め
て
由
軍
首
た
問
題
を
見
向
L
得
る
が
九

t
E島
E
古
田
丸
岡
)
』
の
問
題
と
『
賓
質
的
問
稜
性

(
E
E
B
o
g
o
r
-
一。EZM問
ZE)』
白
問
題
に
分
け
る
と
と
が
山
川
来
る
。
而
し
で
論
争
白
重
賠

之
を
大
別
す
れ
ば
『
形
式
的
同
種
性

(
Z
E
F

は
主
と
し
て
後
者
に
置
か
れ
た
が
、
前
者
の
も
つ
問
題
性
は
そ
れ
が
論
争
心
焦
鼎
よ
り
た

L
か
に
遠
ざ
か
っ
て
ゐ
た
と
は
云
へ
必
十

し
も
車
純
簡
明
で
あ
っ
た
止
は
云
へ
在
い
。
論
争
に
参
加
し
た
主
在
る
串
者
は
ジ

l
ジ

Z
V
ク
(
N
引
再
)
、
ウ
イ
ン
ク
ラ

I
(唱
耳
E
r
-
-

フ
ラ
ス
ケ
ム
バ

1
句

E
E
Z
B官
吋
)
等
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
白
問
題
の
仕
方
は
、
形
式
的
同
種
性
白
問
題
に
就
て
も
失
々
相
異
っ
て

居
り
、
ぞ
れ
忙
感
じ
て
芭
の
問
題
に
針
ナ
る
諸
問
明
者
の
寄
興
も
相
異
ら
ざ
る
を
得
な
い
J

併
し
己
れ
ら
の
諸
事
者
の
研
究
を
全
睦
的

に
見
る
止
、
そ
と
忙
ジ

1
3
z
?
夕
、
申
イ
V

ク
ヲ

l
、
フ
ヲ
ス
ケ
ム
バ
ー
の
順
序
で
一
つ
の
序
列
を
見
出
す
と
と
が
出
来
、

E

D

序
列
を
追
っ
て
形
式
的
同
種
性
の
問
題
は
全
面
的
に
自
己
の
姿
を
展
開
し
、
問
題
り
と
り
上
げ
方
も
亦
組
織
化
さ
れ
、
解
決
が
興
へ

ら
れ
つ
h

あ
る
E
と
が
判
る
。

本
稿
は
形
式
的
同
種
性
の
問
題
に
闘
す
る
ジ

1
0
ヱ
ウ
ク
白
所
識
を
紹
介
す
る
己
と
を
以
て
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

は
第
一
に
形
式
的
同
種
性
の
問
題
に
闘
す
る
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
ク
白
所
識
を
内
容
的
に
紹
介
す
る
と
と
、
第
三
に
形
式
的
同
種
性
の
問
題

に
闘
す
る
0

1
ジ
Z

ウ
ク
白
寄
奥
を
明
か
に
す
る
と
と
、
第
三
に
形
式
的
同
種
性
主
問
題
に
す
る
己

P
に
依
っ
て
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
タ
が

れ

w

w. Winkler t:D用語に依る。w.Winkler; Gleichartigkeit， statistische， Handwd. 
d. Staatw.~ 4 auf.， IV Bd.， 
Zizek の用語に依 ~o Winklerは "formelleGI~icharligkeit “なる語を用ふ。
Zizek の用語に依る。 Winkler"-i"皿aterielleGleichartigkeit “なる語を用.1.

2) 
3) 



統
計
方
法
上
自
問
題
に
如
何
友
る
こ
解
決
を
輿
へ
た
か
を
検
討
す
る
己
と
を
主
た
る
内
容
と
す
る
。

形
式
的
同
種
性
は
集
閣
が
何
た
る
か
を
規
定
す
る
揚
合
に
濁
逸
の
統
計
撃
者
が
常
に
皐
げ
る
徴
衰
の
一
つ
で
あ
る
。
但
し
か
主
る

名
綿
が
常
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
誇
で
は
左
い
が
、
形
式
的
同
種
性
な
る
名
稀
に
謝
し
て
ウ
イ
ン
ク
一
フ

1
、
ク
ー
ジ
エ
ツ
グ
、
フ
ラ
ス

ケ
ム
パ

1
等
D
諸
皐
者
が
興
へ
て
ゐ
る
概
念
的
内
容
に
該
常
す
る
性
質
が
古
〈
か
ら
集
閣
の
一
性
質
と
さ
れ
た
と
と
は
争
は
れ
ぬ
事

賞
刊
、
か

h
z意
味
に
於
て
、
形
式
的
同
種
性
心
概
念
は
集
固
の
規
定
と
共
に
古
い
、
と
云
ふ
と
と
が
出
来
る
。
ジ
ー
ジ
ヱ
ツ
ク
も

亦
か
、
る
停
統
の
局
外
に
あ
る
も
白
で
な
い
。
併
L
P
1
ジ
エ
ツ
ク
は
己
の
外
に
形
式
的
同
種
世
在
る
語
を
、
犬
量
観
察
の
過
程
叉

は
統
計
的
比
較
に
於
て
充
足
さ
れ
ね
ば
た
ら
血
僚
件
、
削
ち
占
法
上
の
要
請
に
も
使
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
己
目
三
者
自
一
統
一
的
規
定

は
ー
1
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
が
|
|
典
へ
ら
れ
て
居
ら
や
、
一
二
者
は
夫
々
別
々
に
取
上
げ
ら
れ
、
別
個
の
問

題
を
保
有
し
て
ゐ
る
。
本
稿
は
最
初
に
集
闇
白
一
性
質
と
し
て
白
形
式
的
同
種
性
を
問
題
に
し
、
弐
に
方
法
上
の
要
請
と
し
て
白
形

式
的
同
種
性
を
取
上
げ
て
如
上
の
課
題
を
回
収
し
た
い
と
思
ふ
。

形
式
的
同
種
性
が
一
方
K
於
て
集
圏
D

一
徴
表
と
し
て
把
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
、
ジ
ー
ジ
ヱ
ツ
ク
忙
於
て
も
他
の
諸
皐
者
の

把
握
と
何
等
異
る
所
が
な
い
つ
唯
ジ

1
0
Z
ヴ
ク
は
か
h

る
も
の
と
し
て
の
形
式
的
同
種
怜
に
封
し
7
一
明
確
在
る
規
定
を
奥
へ
九
な
が

ら
、
そ
れ
が
統
計
方
法
に
劃
し
で
も
つ
怠
義
如
何
に
就
て
は
何
等
規
定
す
る
所
が
た
い
。
そ
の
依
っ
て
来
る
所
は
方
法
論
に
於
け
る

針
象
の
問
題
D
把
握
の
仕
方
が
極
め
て
偏
狭
で
あ
り
、
方
法
医
劃
し
で
も
勺
針
象
む
認
識
論
的
意
義
の
把
握
聖
快
い
て
ゐ
る
か
ら
で
・

。
ー
ジ
z
?
タ
の
統
計
方
法
論
の
性
格
に
自
問
す
る
も
の
で
あ
る
。

形
式
的
同
種
性
が
集
園
の
一
性
質
と
し
て
把
へ
ら
れ
て
ゐ
る
限
り
、
そ
れ
が
何
た
る
か
を
知
ら
ん
が
た
め
に
は
集
聞
に
闘
す
る
見

ゾ
ー
ク
品
ツ
ク
と
形
式
的
同
種
性
自
問
題

第
五
十
二
巻

四
七

第

腕

九

Hans Peter， Seutmann も赤 Gleichartigkeit を問題に Lてゐるが、 formale
Gleichartigkeitに開設する所暗Eない。
G. Rurnelfn， Zur Fheorie der St.， 1863. (Reden und Aufs慰問， 1875， s.目 9); 
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第
i
十
二
巻

ジ

7
3
エ
ツ
ク
と
形
式
的
同
種
性
白
問
題

解
を
念
頭
に
置
い
て
長
〈
必
要
が
あ
お
。
結
論
的
に
云
っ
て
、

3
1
p
z
v
ク
の
問
題
陀

f
z
集
聞
が
一
昨
曾
的
集
閣
で
あ
る
と
と
は

他
白
獅
逸
統
計
皐
者
と
異
ら
泣
い
。
併
し
と
の
と
と
は
ジ

l
ジ
ヱ
ツ
ク
が
集
園
と
し
て
問
題
に
し
て
ゐ
る
も
の
を
内
容
的
に
見
て
云

凹
i¥. 

事

焼

九

ひ
得
る
こ
と
で
、
集
園
に
劃
す
る
概
念
規
定
か
ら
之
宇
一
知
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
所
で
形
式
的
同
種
性
は
、
そ
れ
が
集
聞
の
組

織
構
造
上
の
特
質
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
居
り
、
上
遁
の
如
〈
ジ

1
0
ヱ
ヴ
ク
白
念
頭
に
置
い
て
ゐ
る
集
鴎
が
枇
合
的
集
固
で
あ
る

故
、
抗
舎
的
集
闇
た
る
集
閣
白
組
織
構
浩

k
の
一
特
質
と
理
解
す
る
と
と
が
出
来
る
。

さ
て
形
式
的
問
稜
性
と
は
何
か
。
ジ
ー
ジ
ヱ
ツ
ク
に
依
れ
ば
集
圃
は
個
樫
(
何
百
官
何
時
)
又
は
個
別
事
例
(
目
E
E
F
S
U
一
固
で
、
各

個
悌
又
は
個
別
事
例
に
は
同
一
概
念
が
受
賞
し
、
己
の
同
一
概
念
の
受
賞
性
(
概
念
的
一
致
)
が
形
式
的
同
稜
性
で
あ
る
ん
‘
或
は
文

そ
白
一
附
設
よ
り
、
形
式
的
同
種
性
が
集
閣
の
構
成
分
~
寸
の
特
定
の
概
念
に
封
ず
る
同
位
在
る
倒
係
で
あ
る
と
云
ひ
縫
へ
る
己
と
も
出

来
る
国
け
だ
し
集
回
り
椛
成
分
子
聞
に
於
け
る
同
一
概
念
白
共
通
的
受
賞
性
と
云
ム
も
、
特
定
の
概
念
に
封
ず
る
集
園
白
構
成
介
子

の
同
位
闘
係
と
云
ふ
も
、
問
角
と
そ
異
れ
、
内
客
的
に
は
同
一
の
こ
と
が
問
題
に
在
っ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
取
。
邸
中
っ
集
闇
の
構
成
分
子

が
或
る
特
徴
又
は
或
る
性
質
主
共
通
的
に
も
っ
て
ゐ
る
と
云
ふ
と
と
忙
外
友
ら
泣
い
。
調
泡
の
統
計
撃
者
の
集
閤
む
規
定
を
見
る
と

き
刊
集
圏
が
或
る
特
徴
又
は
或
る
性
質
を
共
通
的
に
も
つ
個
憾
の
一
固
で
あ
る
と
概
念
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
窓
、
に
云
ふ
或
る
特
徴
文
は

或
る
性
質
の
共
有
性
E
モ
ジ
1
ジ
ヱ
ツ
ク
の
云
ふ
形
式
的
同
種
世
で
あ
る
。
ぞ
れ
敢
に
ク
1
ジ
ヱ
ウ
ク
の
形
式
的
問
時
明
性
の
規
定
が

従
来
諸
問
辛
者
に
依
っ
て
把
へ
ら
れ
て
ゐ
た
も
白
の
概
念
定
式
化
に
外
友
ら
た
い
と
と
は
明
か
で
あ
る
。

形
式
的
同
極
性
心
概
念
に
就
て
は
、
ジ

1
ジ
Z
W
ノ
ク
む
外
に
、
ウ
イ
ン
ク
ラ

1
、
プ
ラ
ス
ム
バ

1
等
に
依
っ
て
脇
め
て
詳
細
目
豊

富
た
規
定
が
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る

U
、
同
種
性
(
の
E
n
r
E
高
官
同
)

B

P

云
ひ
乍
ら
内
容
的
に
は
形
式
的
同
種
性
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
所
の

テ
イ
ツ
シ
ヤ
ー
の
己
の
部
固
に
劃
す
る
寄
興
も
十
分
留
意
さ
れ
ね
ば
在
ら
品
。
是
等
白
諸
撃
者
が
興
へ
た
多
〈
の
規
定
か
ち
我
々
が

Kallrmann， Theorie und Methoden der St.， I9日.S. 2-3 
Zizek v主義閣に欄する見解は、 Grundrissder -5t.， -2 Auf.， 1923. S. 1.又は
Die .. AIlgemeine" und die" Spezielle“st. Methodenlehre， Jahrb. 'f. Natio-
nal吐.u. St.， 111 Folge， Bd. 83， 1933， S; 643以下参照。



結
論
し
得
る
所
は
・
ジ
ー
ジ
ヱ
ツ
ク
に
於
け
る
止
同
様
に
、
従
来
多
く
の
曲
学
者
托
依
っ
て
捉
へ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
の
概
念
的
定
式
化

に
過
ぎ
な
い
と
云
ふ
己
と
で
あ
る
。
か
L
る
も
の
で
あ
る
限
り
差
首
り
問
題
は
、
己
白
概
念
的
定
式
化
に
依
っ
て
明
確
に
さ
れ
た
事

頃
及
び
か
ミ
る
方
面
に
於
け
る
ジ
1
ジ
ヱ
ツ
ク
の
寄
輿
如
何
を
明
か
に
す
る
こ
と
で
怠
け
れ
ば
た
ら
ね
。
結
論
的
に
云
っ
て
上
述
の

諸
事
者
の
形
式
的
同
種
性
の
概
念
規
定
に
依
っ
て
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
事
項
は
、
川
山
形
式
的
同
種
性
と
同
等
性

(
D
E
n
v
F
E
)
の
劇
係

ω形
式
的
同
種
性
の
相
動
的
性
質
、
問
形
式
的
同
種
性
心
成
立
す
る
徴
去
の
性
質
1
l
l
以
上
の
コ
一
問
題
で
、
己
れ
ら
り
諸
問
題
の
解

明
主
通
し
て
形
式
的
同
穏
性
の
概
念
規
定
は
一
鹿
の
完
成
を
見
、
モ
の
完
成
し
た
姿
を
我
々
は
プ
ラ
ス
ケ
ム
パ

I

D
規
定
の
一
中
に
見

出
す
己
と
が
出
来
る
吋
プ
ラ
ス
ケ
ム
バ

1
は
、
形
式
的
同
種
性
を
寅
質
的
同
種
世
に
艶
立
せ
し
め
る
と
と
も
に
¥
己

C
両
者
を
含
む

同
種
性
一
般
の
統
一
的
規
定

E
興
へ
、
之
hv一
同
等
性
に
劃
立
さ
せ
て
ゐ
る
が
、
か
-
A

る
捉
へ
方
は
右
目
諸
問
題
白
解
明
、
卸
ち
形
式

的
同
種
性
の
よ
り
明
確
な
る
概
念
規
定
、
並
び
に
己
の
概
念
規
定
完
成
区
至
る
ま
で
の
皐
史
的
過
程
在
追
究
し
ジ
1
ジ
エ
ワ
ク
の
地

位

E
明
h
に
す
る
に
あ
た
っ
て
十
分
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
も
の
で
あ
る
ロ
ジ

1
0
Z
引
ク
に
於
て
は
問
題
の
展
開
と
解
明
が
十

分
に
行
は
れ
宇
、
特
に
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
に
於
け
る
が
如
き
明
断
な
る
論
現
串
的
規
定
を
扶
昔
、
そ
り
寄
輿
も
第
一
日
比
ぴ
第
二
の
問

題
に
限
ら
れ
、
第
三
の
問
題
に
及
ぶ
ペ
〈
も
な
か
っ
た
。
そ
の
依
っ
て
来
る
所
は
ジ
1
ジ
エ
ツ
ク
が
形
式
的
同
極
性
と
賞
質
的
同
種

性
主
区
別
す
る
D
み
で
同
者
の
統
一
的
把
揮
を
快
い
て
ゐ
た
蜘
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
の

第
一
白
問
題
、
即
ち
形
式
的
同
種
件
と
同
等
性
の
闘
係
に
闘
す
る
諸
曲
学
者
の
見
解
を
要
約
す
れ
ぽ
、
形
式
的
同
種
性
は
部
分
的
同

等
性
(
冊
子
。

z
g
g
E
t
J
で
あ
る
と
云
ふ
己
と
が
出
来
る
。
乙
の
命
題
は
プ
ラ
ス
ケ
ム
パ

1

D
所
帯
の
中
に
明
確
に
定
式
化
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
素
材
的
に
は
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
ク
白
ー
集
圃
に
闘
す
る
諸
規
定
の
中
に
も
十
分
に
肘
志
さ
れ
て
ぬ
私
。
ジ

1
0
ヱ
ツ
ク
に
依
れ

ぽ
、
集
闘
の
構
成
分
子
は
特
定
の
徴
表
に
就
て
は
同
一
の
概
念
が
安
歯
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
徴
表
に
就
て
は
相
互
に
相
異
っ
て
ゐ

ジ
ー
ジ
ェ
ツ
夕
、
と
形
式
的
同
種
性
白
問
題

第
五
十
二
巻

第

強

回
大A

;tr， 

おzek，Wie die st. Zahlen entstehen， 19.，7， S. 19-20 

副zek，Gieich町~igkeî~， Homogenit副 und-Gleichwertigkeitin d町 3t.，Allg. 
St. Archiv， 18 Bd.， S. 394・
G. Rumelin， A. Mcitzcn.， A. Kauf:mann隼白前掲書前箇所参問。
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• 

F
1
F
Z
ツ
ク
と
形
式
的
同
種
怯
白
問
題

第
五
寸
二
審

第

腕

五
O 

九
四

る
と
。
け
だ
し
同
等
性
を
存
在
白
揚
所
又
は
時
以
外
D
全
徴
表

ι就
て
夫
々
同
一
の
概
念
が
存
在
に
謝
し
て
受
賞
す
る
欺
態
を
云
ム

τ
と
す
れ
ば
、
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
ク
の
こ
白
所
説
か
ら
形
式
的
同
種
性
が
部
分
的
同
等
性
で
あ
る
と
云
ム
命
題
を
誘
導
す
る
と
と
は
容
易
左

己
と
で
あ
る
。

形
式
的
同
種
性
が
部
分
的
同
等
性
で
、
特
定
白
徴
表
に
就
て
む
同
一
概
念
の
安
首
位
に
外
訟
ら
た
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
徴
表
の
数

に
舷
巴
て
程
度
の
差
が
生
や
る
己
と
は
論
理
的
に
容
易
に
推
知
し
得
る
所
で
あ
る
。
斯
の
如
〈
形
式
的
同
種
性
が
相
劃
的
訟
も
の
で

程
度
の
差
を
有
す
る
E
と
は
諸
挙
者
白
一
致
せ
る
見
解
で
、
ジ
1
ジ
エ
ツ
ク
叉
己
の
己
と
を
明
確
に
規
定
し
て
ゐ
ぁ
。
唯
だ
0
1
0

ェ
?
ク
は
形
式
的
同
種
性
の
程
度
目
差
が
集
固
と
部
分
集
固
有
色
目
慰
問
。
と
の
聞
に
存
す
る
と
と
を
指
示
す
る
白
み
で
、
ウ
イ
V

ク

ラ
ー
の
行
っ
た
様
た
集
園
の
大
い
さ
と
の
闘
係
、

E

D
闘
係
の
も
つ
方
法
論
的
意
義
に
就
て
白
考
察
に
は
及
ん
で
ゐ
た

h
o

形
式
的
同
種
性
が
集
圃
の
構
成
分
子
関

ι於
け
る
、
特
定
白
徴
表
に
劃
す
る
同
一
概
念
白
共
通
的
安
首
性
に
外
な
ら
な
い
が
、
己

の
徴
表
が
如
何
た
る
徴
表
で
あ
る
か
、
と
云
ふ
白
が
既
に
示
し
た
如
〈
第
三
の
問
題
で
あ
る
。
己
の
問
題
は
フ
ラ
ス
ケ
ム
バ

1
、
テ

イ
ツ
シ
ャ
ー
に
依
つ
で
研
究
さ
れ
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
ジ

1
ジ
エ
ツ
グ
の
所
説
の
中
に
は
と
の
問
題
に
闘
す
る
何
等
C
言
及
も

プ
ラ
ス
ケ
ム
バ
ー
に
依
れ
ば
、

(
E
a
E
E
q
H
B
E
E
E
冨

2
r
E
E
)』
で
た
け
れ
ば
た
ら
砲
、
主
た
か
h
A

る
意
味
に
於
て
形
式
的
問
程
牲
は
「
外
的
同
程
牲
〔

E
S
B

P-ovE£
E
之
で
あ
る
と
。
と
の
や
う
た
結
論
は
1
1
0
そ
れ
白
骨
同
否
は
別
と
し
て
l

|
形
式
的
同
程
性
と
資
質
的
同
頼
性
心
統
一

見
出
す
己
と
が
出
来
た
い
。

形
式
的
同
程
性
が
成
立
す
る
徴
表
は
「
外
か
ら
如
り
得
る
徴
表
」

的
把
握
を
前
提
し
つ
弘
、
雨
者
の
相
遣
を
考
察
ナ
る
E
と
に
依
っ
て
得
ら
れ
た
も
り
で
あ
る
が
、
。

1
ジ
ヱ
サ
ク
が
と
白
第
三
の
問

題
に
何
等
言
及
し
得
た
か
っ
た
理
由
は
か
h

る
と
ら
へ
方
が
扶
如
し
て
ゐ
た
黙
に
求
め
ら
れ
る
。

¥
 

要
す
る
に
集
周
白
一
性
質
と
し
て

D
形
式
的
同
種
性
白
概
念
に
闘
す
る
9
1
0
V
エ
ツ
ク
の
規
定
は
、
そ
れ
白
幽
閉
止
し
て
は
既
に
古

Winkler， Gleichartigkeit， st.， Handwd. d. Staatw・ 4Aufe.， 4 Bo.， S. 1163: 
Stati~tik~ 2 Aufl.， S: 4， 23; Flaskamper， Das Problem der Gleichartigkeit“ 
in der St.， Allg. St. Arch.， 19 Bd.， S. 205. 62 'rische.r， Grundlegung 
der St.， 1929， S. 13-25. 7) Flas岡田p'er，a. a. 0.， S. 206-210 
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〈
か
ら
多
〈
の
統
計
望
者
に
依
っ
て
観
念
さ
れ
て
ゐ
た
も
D

D
概
念
的
定
式
化
に
す
ぎ
た
い
。
そ
し
て
こ
の
概
念
的
定
式
化
は
0

1

ジ
エ
ツ
ク
白
み
左
ら
十
、
他
の
諸
挙
者
例
へ
ば
ウ
イ
ン
ク
ヲ

1
、
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
ー
に
依
つ
で
も
試
み
色
れ
、
プ
ラ
ス
ケ
ム
バ
ー
の

規
定
に
依
っ
て
一
感
心
完
成
主
見
る
に
至
っ
て
ゐ
る
が
、

E

D
過
程
と
の
連
闘
の
下
に
見
る
と
き
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
ク
白
寄
興
並
び
に
そ

白
限
界
は
明
白
で
あ
る
。

一
一
首
に
し
て
云
へ
ば
素
材
的
な
形
態
に
於
て
ど
は
あ
る
が
、
極
め
て
豊
宵
な
規
定
が
奥
へ
ら
れ
て
ゐ
る
|

i
併
し
問
題
の
と
り
上
げ
方
が
極
め
て
非
組
織
的
で
あ
っ
た
の
で
、
を
白
寄
奥
も
亦
一
定
の
限
界
を
も
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
白
で

あ
る
。

ジ
ー
ジ
ヱ
ケ
ク
が
形
式
的
同
種
性
を
集
園
白
も
つ
性
質
と
し
て
把
へ
、
そ
れ
を
集
園
白
構
成
分
子
聞
に
於
け
る
同
一
概
念
D
共
通

的
受
賞
性
、
と
考
へ
て
ゐ
る
己
と
は
前
漣
の
如
〈
で
あ
る
が
、
と
れ
!
と
は
別
個
に
方
法
上
の
要
請
と
し
て
も
形
式
的
同
種
性
が
と
り
上

げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
方
法
上
白
要
請
と
し
て
ジ

1
0
ヱ
ツ
ク
が
事
げ
る
も
白
は
。

ω大
量
観
察
の
過
程
に
於
て
満
さ
ね
ぽ
友
ち
白
保
件

と
し
て
む
形
式
的
同
種
民
、
間
統
計
的
比
較
に
於
て
比
較

ω尺
度
た
る
統
計
的
数
が
浦
さ
ね
ば
な
ら
胤
僚
件
と
し
て
の
形
式
的
同
種

弘
、
と
れ
で
あ
る
。
前
者
は
大
量
観
察
法
論
に
於
け
る
問
題
で
あ
り
・
後
者
は
統
計
的
比
較
論
、
吹
極
的
に
は
統
計
利
用
論
に
於
け

る
問
題
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
以
下
に
於
て
は
最
初
に
、
前
者
帥
ち
大
量
観
察
の
過
程
に
於
て
満
さ
れ
ね
ば
放
ち
忠
保
件
と
し

て
の
形
式
的
同
種
性
を
問
題
に
し
、
次
に
後
費
削
ち
統
計
的
教
の
形
式
的
同
種
性
を
問
題
に
し
土
号
。

ジ
1
ジ
R

ツ
ク
に
依
れ
ば
、
大
量
観
察
白
過
程
に
於
て
数
へ
上
げ
ら
れ
、
集
固
又
は
部
分
集
閣
に
繍
括
さ
れ
る
個
櫨
又
は
個
別
事

例
は
形
式
的
に
同
種
で
左
け
れ
ば
た
ら
ぬ
い
「
。
設
で
は
形
式
的
同
種
性
が
集
聞
の
も
つ
性
質
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
は
左

〈
大
量
観
察
法
上
の
要
請
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
で
ゐ
る
誇
で
あ
る
。
但
し
と

L
K
附
言
さ
る
べ
き
馳
は
か
a
h

る
相
違
以
外
に
と
の

♂
ー
ク
ヱ
ツ
ク
ル
』
形
式
的
同
種
性
自
問
題

第
五
十
二
巻

五

第

競

九
宜

zizek， Gleichartig.~ -Hornog.， usw.~ S・393-395，4I2-4I5. 9) Flask!lmper， 
a. a. 0.， S. 206-207. 10) ZI1:ek; Grunrriss der St.， 2 Aus.， 1923. s. I. 
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ク
ー
ジ
エ
ァ
ク
主
形
式
的
同
種
世
の
問
題

樺
五
十
二
容

正

第

苦慮

大4
」ーノ、

二
つ
白
形
式
的
同
種
性
は
概
念
的
陀
は
何
等
相
遺
す
る
貼
が
た
い
と
云
ふ
己
と
で
あ
ら
う
。

方
法
上
の
要
請
と
し
て
の
形
式
的
同
種
性
は
か
h

る
も
司
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
要
請
さ
れ
る
所
以
は
奈
遂
に
あ
る
か
。
ジ

1
ジ
Z

ツ
グ
は
モ
れ
を
集
団
又
は
部
分
集
圏
D
も
つ
形
式
的
同
種
性
に
求
め
て
ゐ
る
。
日
〈
、
把
掻
ナ
ベ
曹
集
園
又
は
部
分
集
闘
が
形
式
的

に
同
種
な
る
個
暢
又
は
個
別
事
例
由
一
固
で
あ
る
故
、
数
へ
上
げ
ら
れ
集
圏
又
は
部
分
集
圃
と
し
て
繍
括
さ
れ
る
個
植
叉
は
個
別
事

例
も
亦
形
式
的
に
同
種
で
在
け
れ
ば
な
ら
ぬ
い
口
。
そ
の
論
理
は
極
め
て
簡
草
且
素
朴
で
あ
る
。

第
三
に
問
題
に
在
る
の
は
か
h

る
要
請
を
浦
す
た
め
の
方
法
で
あ
る
。
貯
だ
し
方
法
上
の
要
請
は
そ
の
内
容
並
び
に
根
嫁
が
明
確

に
さ
れ
て
も
そ
れ
を
漏
す
た
め
白
方
法
が
指
示
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
意
味
を
も
た
な
い
か
ら
で
あ
り
、
モ
己
に
己
そ
方
法
論
の
任

務
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
賞
。

1
0
エ
ツ
ク
に
於
て
も
こ
の
要
請
を
浦
す
た
め
の
手
績
方
法
に
閲
す
る
論
述
が
大
量
観
察
法
に
閲

ず
る
持
作
の
最
も
重
要
友
部
分
を
占
め
て
ゐ
刷
。
之
を
要
約
す
れ
酌
、

大
量
観
察
白
過
程
に
於
て
か
L

る
要
請
を
湖
さ
ん
・
と
す
れ

ば
、
寅
際
に
個
鱒
又
は
個
別
事
例
を
教
へ
上
げ
、
之
を
集
園
又
は
部
分
集
集
閣
に
綿
指
す
る
前
に
、
如
何
な
る
個
惜
又
は
個
別
事
例

を
教
へ
上
げ
之
を
集
園
文
は
部
分
集
圏
に
綿
摘
す
べ
き
か
が
明
確
に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
と
。
如
何
友
る
個
樟
又
は
個
別
事
例
を

教
へ
上
げ
、
之
を
佐
官
恥
と
し
て
楓
指
ナ
ペ
き
か
り
規
定
は
、
調
査
車
位
(
開
同
Z
E品毎回ロ
rE)
白
規
定
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
汀
で
あ

り
、
如
何
亙
る
伺
瞳
又
は
個
別
事
例
を
以
て
部
分
集
圏
在
形
成
す
る
か
白
規
定
ば
、
調
査
標
識
百
岳
町
宮
品
B
E
r
g鉛]何)と群
(F石
官
)

の
設
定
並
び
に
規
定
に
依
っ
て
建
成
さ
れ
る
が
、
ジ

l
ジ
エ
ツ
ク
は
こ
れ
ら
白
諸
操
作
が
賓
際
に
数
へ
上
げ
ら
れ
る
個
樟
又
は
個
別

事
例
帥
ち
調
査
車
位
、
そ
れ
に
就
て
寅
際
に
観
察
さ
れ
る
徴
表
邸
ち
調
賓
棋
識
、
質
際
に
形
成
さ
れ
る
部
分
集
閣
の
三
者
を
抽
象
的

に
概
念
(
回
偏
向
E
d
と
し
て
定
立
す
る
操
作
で
あ
り
、
定
立
さ
れ
た
概
念
が
教
へ
土
げ
並
び
に
集
閲
又
は
部
分
集
園
へ
白
綿
括
(
蒐
集

同町
7
0
V
E
関
及
wv
整
理
出

m
R官
民
自
白
色

の
基
準
と
た
り
、
調
査
車
位
白
概
念
に
合
致
す
る
個
植
又
は
個
別
事
例
の
み
が
数
へ
上
げ
ら
れ
‘

Zizek. a. a. 0.， S目 394.;Winkler. a. a. 0.. S. 17. 13) Flaskamper， a. a 
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a. a. 0.， S. 217・ IS) Flaskamper， a. .a.， 0.， S. 208， 217"":218 
乙izek，、Viedie st. Zahlen entstehen， 1937， S. 19→22" 42-43・
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そ
れ
ら
に
就
て
調
査
棋
識
の
概
念
に
合
致
す
る
徴
去
の
み
が
視
察
さ
れ
、
そ
の
槻
察
結
果
に
世
帯
い
て
群
の
概
念
に
合
致
す
る
個
樫
又

は
個
別
事
例
白
部
分
集
周
へ
白
綿
拡
が
行
は
れ
る
も
の
と
考
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
調
賓
車
位
、
調
査
標
識
、
群
の
規
定
は
形
式
的

に
同
種
左
る
個
惜
叉
は
個
別
事
例
が
把
へ
ら
れ
集
圃
又
は
部
分
集
閣
に
綿
括
さ
れ
る
た
め
の
前
提
的
操
作
で
あ
る
。
而
し
て
と
白
一
一
一

者
が
と
の
様
在
方
法
上
白
意
義
を
有
す
る
も
白
で
あ
る
限
り
、
概
念
が
明
確
で
な
け
れ
ば
た
ら
由
己
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
調
査

車
位
、
調
査
標
識
、
群
白
規
定
の
重
要
な
る
己
と
並
び
に
そ
の
概
念
が
明
確
で
怠
け
れ
ば
た
ら
由
と
云
ふ
要
請
は
濁
逸
の
統
計
墜
者

の
常
に
な
す
所
で
あ
る
が
、
必
十
し
も
明
確
な
る
理
論
的
根
擁
の
上
に
立
つ
も
の
で
な
い
己
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
以
上
の
如
〈
ク

1
0
Z
川
ノ
ク
が
三
規
定
の
方
法
上
白
意
義
を
隅
明
し
、
そ
れ
を
根
協
に
し
て
概
念
の
明
確
料
を
要
請
し
て
ゐ
る
黙
は
十
分
に
注
目
す

る
倒
値
が
あ
ら
う
。
併
し
ジ

1
ジ
エ
ツ
ク
は
調
査
単
位
の
規
定
が
数
へ
上
ぐ
〈
き
個
暢
叉
は
個
別
事
例
を
概
念
と
し
て
定
立
す
る
己

と
で
あ
る
と
考
へ
乍
ら
、
そ
れ
を
如
何
に
し
亡
定
立
す
る
か
.
而
し
て
定
立
さ
れ
る
概
念
F
集
閣
の
構
成
分
子
閣
に
共
通
的
に
受
賞

す
る
概
念
(
構
成
分
子
の
有
つ
共
誼
由
特
徴
ー
は
性
質
)
と
は
如
何
な
る
闘
係
に
あ
る
か
に
就
て
は
何
等
明
確
な
規
定
を
興
へ
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
と
同
様
D
と
と
が
調
疫
機
識
、
群
白
規
定
並
び
に
そ
れ
ら
と
部
分
集
閣
の
構
成
分
子
聞
に
共
通
的
安
営
ナ
る
慨
念
と
D
閥
係
に

就
て
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
己
ゐ
却
を
明
慨
に
せ
や
し
て
調
資
単
位
、
調
査
襟
識
、
鮮
の
規
定
の
方
法
上
の
意
義
も
そ
れ
ら
に
閥

ず
る
明
確
性
白
要
請
の
現
論
的
糠
擁
も
十
分
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
が
出
来
友
い
。

大
量
閥
察
法
上
白
要
請
・
と
し
て
の
形
式
的
同
種
性
の
要
請
に
封
臆
す
る
手
績
は
如
上
の
如
〈
で
あ
る
が
、
己
の
手
栂
か
ら
の
師
結

と
し
て
、
留
意
す
@
へ
き
問
題
は
、
調
資
単
位
、
調
資
標
識
、
群
。
概
念
の
統
計
的
数
合

N

島

E)に
動
ず
る
閥
係
で
あ
ヲ
向
。
但
し
誌

に
云
ふ
統
計
的
教
が
「
大
電
視
察
の
結
果
た
る
一
閣
の
敢
字
」
と
し
て
の
統
討
を
意
味
す
る
の
か
‘
又
は
個
々
白
敷
字
を
指
す
白
か
、

明
確
で
往
く
、
更
に
統
計
値
白
み
注
ら
守
、
誘
導
統
計
値
及
ぴ
誘
導
統
計
値
白
}
近
似
値
を
も
合
ん
で
ゐ
る
貼
に
注
意
し
一
な
け
れ
ば
な

ジ
ー
ジ
エ
ァ
ク
と
形
式
的
同
種
性
の
問
題

互五

グb

七

jむか

挿

擁

館
五
十
二
巻

Zizek， Gleichartig. llSW. S. 394・
目~ek ， a. a. 0.，且 394-， Wie 'die st. Zahlen efltstehen， S. 1:9→ 22， 42→'43・
Zizek， Wie die st. Z乱hlenent5tehen， S. (9-20，ニZl-22，42-43. 
特に之が鯛著なのは Wiedie 5t. Zah.len. entsteh.en， 1937でるる。
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ジ
l

♂
エ
ツ
ク
と
形
式
的
同
種
性
白
問
題

第

擁

九
F又

第
五
十
二
巻

五

四

ら
ぬ
o

し
か
し
仰
れ
に
し
て
も
統
計
伯
、
そ
れ
を
基
混
と
す
る
誘
導
値
及
び
そ
れ
の
近
似
値
一
般
を
考
へ
て
ゐ
る
己
と
に
間
違
は
な

〈
、
出
」
る
己

L
で
の
問
題
は
そ
れ
ら
が
調
究
単
位
、
調
査
標
識
、
群
の
概
念
に
依
っ
て
賞
質
的
意
味
が
附
興
さ
れ
、
表
示

S
E
E向。)

白
概
念
と
相
侠
っ
て
大
い
さ
が
規
定
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
鮪
で
あ
る
。
そ
の
論
擁
は
銃
謹
の
如
く
妓
上
の
三
概
念
が
基
準
と

な
っ
て
大
量
観
察
の
蒐
集
並
び
に
整
理
の
賓
際
的
技
術
的
操
作
が
賓
施
さ
れ
、
三
瓶
念
に
合
致
す
る
個
慢
叉
は
個
別
事
例
の
み
が
数

へ
上
げ
ら
れ
て
集
閲
又
は
部
分
集
圏
へ
白
綿
拍
が
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
払
o

而
し
て
か
与
右
手
績
が
大
量
槻
察
法
上
の
形
式
的
同
種

性
白
要
請
を
充
足
す
る
た
め
に
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
白
手
続
で
あ
る
故
、
統
計
的
故
の
賓
質
的
意
味
並
び
に
大
い
さ
と
三
概
念
と
D
聞

に
如
上
の
開
係
が
成
立
す
る
白
は
ん
景
観
察
法
上
の
形
式
的
同
種
性
を
満
す
た
め
に
と
ら
れ
ね
ば
た
ら
む
手
績
D
必
然
的
結
呆
で
あ

る
。
調
査
車
位
、
調
査
標
識
、
群
の
三
概
念
は
表
示
と
共
に
統
計
方
法
と
の
四
基
本
概
念

T
E
Z
Z
Z
E
E
E
胃
官
官
)
』

け
ち
れ
、
そ
れ
の
統
計
的
敢
に
謝
す
る
閲
係
白
認
識
は
『
四
基
本
概
念
の
現
論

(4Z0540ロ
S
H
E
E
r
-
a
o
E
E
F関
口
問
自
)
』
と
し

て
定
式
化
さ
れ
、
ジ

1
ジ
エ
ツ
ク
の
統
計
皐
白
根
幹
的
部
分
を
構
成
す
る
も
の
で
ア
次
に
謹
ぺ
る
統
計
的
敢
の
形
式
的
同
種
性
の
婆

と
名
付

請
も
理
論
的
根
撲
を
亦
己
白
四
基
本
概
念
の
理
論
の
中
に
求
め
ら
れ
、
こ
の
迎
論
の
指
示
す
る
間
基
本
概
念
と
統
計
的
教
の
闘
係
を

直
接
的
基
礎
と
し
て
定
立
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
モ
し
て
上
活
の
如
く
大
量
観
察
法
上
の
形
式
的
同
種
性
の
夏
請
を
満
す
た
め
に

と
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
手
続
白
必
然
的
結
州
市
た
る
己
と
を
考
慮
し
、
二
つ
の
要
請
の
依
存
関
係
を
忘
れ
て
は
左
ら
由
。

要
す
る
に
大
量
視
察
法
上
白
形
式
的
同
種
性
の
要
請
の
方
法
上
の
意
義
は
、
第
一
に
形
式
的
に
同
種
在
る
伺
偶
又
は
個
別
事
例
の

み
白
把
握
に
依
っ
て
集
聞
及
び
部
分
集
闘
の
把
握
を
可
能
な
ら
し
め
る
割
に
あ
り
、
第
二
忙
己
白
要
請
を
満
す
た
め
D
手
績
を
過
し

て
統
計
的
教
の
質
質
的
意
味
並
び
に
大
い
さ
が
規
定
さ
れ
る
鮪
に
あ
る
と
云
は
ね
ば
友
ら
ぬ
。

方
法
上
の
妥
請
と
し
て
い
ま
一
つ
ジ
l
ジ
，
ェ
ツ
ク
が
皐
げ
る
も
の
は
統
計
的
数
白
形
式
的
伺
種
性
の
市
町
請
で
あ
る
。
そ
れ
は
統
計

Zizek， Wie die sl. ZahJen ent~tehen の論述を巾品と Lて要約す。
Mnyτ， Conrad， Ty日 ka，Moel1er， M日Il目撃の著作を見土。
Zizek， Fiinf HauptprobJ.eme， 1922， S. 1-10; Meinen Kritikern， Al1g. St. Archiv， 
14 Bc1.， 1925. S. 193-191 は之の問題の鮮明にあてられてゐる。
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的
比
較
(
ヰ

3
4
0
5
3
に
於
て
比
較
の
尺
度
と
さ
れ
Z
ト
統
計
的
教
に
嬰
請
さ
れ
る
僚
件
で
あ
り
、

ま
た
か
L
る
意
味
に
於
て
そ
れ

は
統
計
的
比
較
論
の
問
題
で
あ
る
。
併
し
か
a
A

る
依
件
が
要
請
さ
れ
る
所
以
は
第
一
に
統
計
的
比
較
の
手
績
上
の
性
質
、
第
二
に
統

計
的
教
の
一
性
質
に
あ
り
、
認
に
事
げ
る
第
二
の
論
機
た
る
統
計
的
教
の
性
質
は
統
計
的
数
獲
得
(
N
島
町
ロ
唱

4
2
5
5四
)
印
ち
大
量
翻
察

の
渦
程
に
於
け
る
手
続
に
依
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
故
、
統
計
的
教
の
形
式
的
同
種
性
の
問
題
は
大
量
槻
察
法
論
ム
一
耐
官
接
た

る
閥
係
主
有
ち
、

そ
の
成
川
未
左
闘
聯
せ
し
め
十
し
て
解
決
し
得
ら
れ
泣
い
問
題
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
向
ジ

I
Jジ
Z

ツ
ク
の
所
説
の

詳
細
に
立
入
る
前
に
統
計
的
比
較
に
就
て
若
干
の
説
明
を
附
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。
統
計
的
北
較
が
何
た
る
か
に
就
て
は
ジ
1
ジ

ヱ
ツ
ク
の
所
設
は
必
十
し
も
明
確
で
は
な
い
。
併
し
内
容
的
に
見
て
、
そ
れ
が
量
白
相
違
を
明
か
に
す
る
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
が
質

的
比
較
に
樹
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
を
知
る
の
は
組
め
て
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
量
的
比
較
白
特
殊
及
型
で
あ
る
と
し
て
も
、

特
に
統
計
的
比
較
と
呼
ば
れ
る
様
様
、
統
計
的
比
較
白
特
性
白
明
確
な
る
規
定
を
求
め
る
E
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
只
統
計
的
教
の

比
較
を
以
て
統
計
的
比
較
と
し
、
そ
の
特
殊
伯
が
量
の
相
遣
を
存
在
自
憾
の
直
接
的
比
較
に
依
ら
泣
い
で
統
計
的
教
を
媒
介
と
し
て

間
接
的
に
摘
出
す
る
罰
に
あ
る
と
考
へ
て
ゐ
る
と
云
ふ
と
と
が
出
来
よ
う
。
そ
し
て
統
計
的
教
が
か

L
る
比
較
の
尺
度
(
冨
E
g
E
S

た
り
得
る
た
め
の
僚
件
と
し
て
統
計
的
教
の
形
式
的
同
種
性
が
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
統
計
的
教
の
形
式
的
同
種
性
と
は
何
か
。
而
し
て
そ
れ
が
要
請
さ
れ
る
理
由
如
何
。
之
に
闘
す
る
ジ

1
ジ
エ
ツ
ク
の
所
識

は
次
の
如
〈
で
あ
る
。
印
ち
、
統
計
的
数
は
そ
れ
に
前
挺
さ
れ
る
四
基
本
概
念
の
規
定
に
依
っ
て
大
い
さ
が
規
定
さ
れ
、
前
者
が
鐙

化
す
れ
ば
後
者
も
亦
媛
化
せ
ざ
る
を
得
左
い
。
四
基
本
概
念
の
規
定
を
具
に
す
る
統
計
的
数
相
互
聞
の
大
い
さ
の
相
違
は
、
そ
れ
故

に
現
貫
白
数
量
的
禍
這
左
四
基
本
概
念
白
規
定
の
相
違
よ
り
生
や
る
仮
象
的
相
違
(
耳
目
E
Z
Z
E
m
S
E岳
O
)

の
複
合
物
で
、
之
を
以

て
現
貨
の
数
量
的
相
違
と
見
倣
す
己
と
は
リ
汗
さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
話
さ
れ
る
た
め
に
は
、
比
較
さ
れ
る
統
計
的
数
桐
互
問
に
於
て
、

ジ
ー
ジ
エ
ツ
タ
エ
」
形
式
的
同
極
性
的
一
問
題

第
五
十
二
番

まE

五

告存

競

プむ
九

地川虎三教授統計皐#理論、 13頁。何統計値、誘導統計航、誘導統計植田近似
備の用語並びにそ白概念は同教授に従ふ。
表部内規定は他四三概念と持って統計的敬白質質的意味主何等関係な〈、
それの形式的意味を規定すると思惟されてゐる。
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ジ
1
ジ
エ
ツ
ク
主
形
式
的
同
種
性
の
問
題

第
五
十
二
巻

ヨ王
{ ノ、

空事

焼

。
O 

四
基
本
概
念
白
規
定
が
一
致
し
て
ゐ
泣
け
れ
ば
な
ら
む
。
誌
に
云
ふ
、
統
計
的
数
相
互
聞
に
於
け
る
四
基
本
概
念
の
規
定
白
一
致
が
、

ク
ー
ジ
エ
ツ
ク
の
云
ム
統
計
的
教
の
形
式
的
同
種
世
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
統
計
的
比
較
に
蛍
っ
て
、
比
較
の
尺
度
と
在
る
統
計

的
敢
に
要
請
さ
れ
る
の
は
、
綾
上
の
説
明
に
見
ら
れ
る
が
如
〈
、
四
基
本
慨
念
の
規
定
の
相
違
よ
り
生
宇
る
統
計
的
教
の
恨
象
的
相
違

か
ら
現
貨
の
数
量
的
相
還
を
守
り
、
比
較
を
可
能
に
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
第
二
へ
統
計
的
比
較
が
存
在
自
植
の
直
接
的
比
較
に
依

ら
在
い
で
、
統
計
的
教
を
媒
介
に
し
、
そ
の
大
い
さ
の
相
速
か
ら
同
接
的
に
現
寅
D
数
量
的
相
違
を
知
る
と
云
ふ
手
績

t
の
一
特
質
を

も
つ
限
り
、
第
二
に
、
比
較
の
尺
度
と
さ
れ
る
統
計
的
数
が
四
碁
本
御
念
。
規
定
に
依
っ
て
そ
の
犬
い
さ
が
規
定
さ
れ
る
限
り
、
か

6
A

る
要
請
は
必
然
的
で
あ
る
。
ジ
1
0
z
ツ
ク
は
形
式
的
同
種
牲
を
か
く
白
如
く
規
定
し
た
後
、
そ
れ
が
統
計
的
比
較
の
方
法
論
的

K
E
し
い
遂
行
の
た
め
白
形
式
的
要
件
と
し
て
、
統
計
的
比
較
白
子
績
の
準
則
の
巾
に
加
へ
て
ゐ
る
。
統
計
的
比
佼
白
手
続
の
準
則

と
は
統
計
的
比
障
が
方
法
論
的
に

E
し
〈
途
行
さ
れ
ん
が
た
め
に
淵
さ
ね
ば
友
ら
ぬ
形
式
的
並
び
に
寅
質
的
諸
傑
件
と
必
要
た
る
手

槙
で
、
と
れ
を
統
計
利
用
者
に
提
示
す
る
己
と
が
統
計
撃
の
も
つ
革
要
注
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

統
計
的
教
の
形
式
的
同
種
性
は
、
ジ
ー
ジ
エ
ツ
ク
に
於
て
は
上
辿
の
如
く
、
大
量
槻
察
法
論
の
成
県
に
閥
聯
せ
し
め
る
と
と
友
〈

し
で
明
か
に
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
直
接
的
に
は
統
計
的
比
較
論
の
問
題
で
あ
り
、
終
局
的
に
は
統
計
利
用
論
白
一
問
題
で
あ

る
。
調
逸
D
統
計
車
中
は
統
計
作
成
者
の
統
計
事
と
し
て
長
い
僻
統
主
有
ち
、
か
し
ミ
る
も
の
と
し
て
の
功
績
は
極
め

τ犬
た
り
と
は
云

へ
、
統
汁
利
用
者
に
疋
し
い
統
計
利
用
D
指
針
を
興
へ
る
と
云
ふ
課
題
に
就
て
は
そ
の
寄
興
極
め
て
ゆ
い
左
云
は
ざ
る
を
得
怠
い
。

し
か
し
か
L
る
偲
統
よ
り
-
歩
踏
み
出
し
て
A
V
I
d
ヱ
ツ
ク
が
統
計
利
用
の
方
法
論
の
樹
立
を
試
み
つ
L
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
な

け
れ
ば
た
ら
由
。
少
く
と
も
誌
で
問
題
に
せ
る
統
計
的
故
の
形
式
的
同
極
性
に
就
て
は
、
そ
れ
h
T統
計
的
比
較
論
白
一
問
題
と
し
て

と
り
上
げ
、
統
計
的
教
が
比
較
の
尺
度
た
る
た
め
に
要
請
さ
れ
る
傑
件
と
し
て
そ
の
内
容
及
び
そ
れ
が
要
請
さ
れ
る
理
論
的
根
械
を

同基本概念の理論白統計事静系における他位並u'意義に閥ずるジージ~，ソク
の所設は MeinenKritikern， AllεSt. Archiv， 14 B.d.， S. I g:~-I07 を審問。
Zi1.ek， Der st. Ve!gleich~ Allg. St. Archiv， :21 Bd:， S. 573-538， 526; Funf 
IIauptprobleme， S. 28-41 ; Gleichartig， I-Io問、genit乱t，11SW.， Allg. St. Arcluv， 
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明
か
に
し
て
ゐ
る
賄
、
更
に
統
計
的
比
較
に
於
て
嬰
請
さ
れ
る
他
の
諸
僚
件
並
が
に
諸
手
続
白
規
定
と
合
し
て
統
計
的
比
較
白
手
続

白
準
則
守
一
立
て
正
し
い
統
計
利
用
C
指
針
を
輿
へ
ん
と
し
た
と
と
は
、
高
〈
評
慣
す
ぺ
曹
も
白
が
あ
る
。

形
式
的
同
種
牲
は
、
。
ー
ジ
エ

γ
ク
に
於
て
は
、
集
固
に
於
け
る
一
川
性
質
と
し
て
、
他
方
に
於
て
識
に
見
る
如
〈
方
法
上
の
要
請

と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
偲
し
そ
の
と
り
上
げ
方
は
何
等
の
脈
絡
も
た
〈
別
々
に
と
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
諸
範
鴫
そ
れ

自
問
は
相
互
に
官
接
た
闘
係
主
も
つ
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
大
景
観
察
法
ト
の
形
式
的
同
種
性
白
要
請
は
集
闘
の
性
質
た
る
形
式
的

同
種
性
の
た
め
に
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
統
計
的
数
の
形
式
的
同
種
性
は
、
大
量
槻
山
管
法
上
白
形
式
的
同
種
性
の
要
請

を
浦
す
た
め
に
E

と
ら
れ
る
方
法
上
の
鹿
置
に
出
国
す
る
統
計
的
数
の
性
質
の
た
め
に
、
統
計
的
比
岐
に
あ
売
っ
て
、
浦
さ
れ
む
ば
た

ら
な
い

D
で
あ
る
。
帥
ち
大
量
概
察
法
上
田
形
式
的
同
種
性
は
集
固
に
於
け
る
一
日
佐
賀
と

L
て
由
形
式
的
同
種
性
を
基
礎
と
し
、
統

計
的
数
白
形
式
的
同
種
性
は
大
量
観
察
法
上
の
形
式
的
同
種
性
白
要
請
を
某
礎
に
し
て
定
立
さ
れ
て
ゐ
る
持
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば

己
白
三
者
の
う
ち
集
閤
白
性
質
と
し
て
の
一
形
式
的
問
視
性
が
基
礎
的
危
も
の
で
、
究
根
的
に
は
三
者
の
聞
に
門
集
閣
の
伯
質
と
し
て
の

形
式
的
同
種
性
〕
1

|

|
↓
〔
大
量
観
察
法
上
白
形
式
的
同
種
世
の
要
請

Ul--↓
〔
統
計
的
数
の
形
式
的
同
極
性
〕

る
と
と
が
向
来
る
白
で
あ
る
。

と
云
ふ
連
闘
を
見

四

形
式
的
同
種
性
白
問
題
が
は
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
ク
に
於
て
は
二
一
つ
白
範
時
を
問
題
に
す
る
己
と
に
依
っ
て
集
閣
論
。
み
な
ら
宇
大
最
槻

察
法
論
、
統
計
利
制
時
酬
に
瓦
る
康
範
在
る
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
己
ん
は
如
上
白
如
く
で
あ
る
。
い
士
之
を
専
ら
集
国
に

於
け
る
一
性
質
と
し
て
白
形
式
的
同
種
性
の
み
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
他
の
諸
製
者
に
比
較
す
る
い
C
c

ジ
l
J
V
Z
V
ク
白
蹴
野
は
非
常

に
炭
範
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
注
ら
向
。
特
に
方
法
上
白
嬰
請
と
し
て
白
形
式
的
同
種
性
白
問
題
を
と
り
上
げ
る
己
と
に
依
っ
て
統
計

ジ
ー
ジ
エ
ツ
ク
と
形
式
的
同
種
性
白
問
題

第
五
十
三
巻

三五

七

傍

説

O 
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ジ
ー
ジ
エ
ツ
ク
ム
」
形
式
的
同
種
性
の
問
題

第
五
十
二
巻

五

i< 

需

班

O 

方
法
に
関
聯
す
る
諸
問
題
に
封
し
て
在
さ
れ
た
る
寄
興
、
大
口
前
槻
禁
法
論
位
ぴ
忙
統
計
利
用
論
の
領
域
忙
於
け
る
貢
献
に
は
十
分
抗

、
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
も
の
が
あ
る

u
Lか
L
そ
の
一
反
面
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
ク
の
寄
輿
に
も
犬
曹
た
限
界
が
あ
り
、
特
に
そ
れ
が
集
圏
論
の

領
域
K
於
け
る
も
白
で
あ
る
己
と
も
亦
留
意
さ
れ
ね
ば
た
ら
ね
。

調
逸
統
計
事
近
時
の
食
展
は
大
量
槻
察
法
の
意
義
・
性
質
並
び
に
方
法
と
し
て
も
つ
必
然
性
の
一
問
題
の
解
明
に
向
び
、
そ
白
期
論

的
恭
礎
を
集
困
論
に
求
め
る
に
烹
り
、
集
聞
論
の
課
題
が
荒
川
帆
さ
れ
、
集
囲
論
の
領
域
に
於
け
る
問
題
の
解
明
に
不
十
分
乍
ら
も
力

が
そ
h
が
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
形
式
的
同
種
性
の
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
た
所
以
も
か

L
5
趨
勢
を
考
慮
せ
や
し
て
瑚
解

L
得
ら

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
又
上
漣
白
如
く
最
近
の
統
計
皐
者
に
依
っ
そ
問
題
比
さ
れ
る
形
式
的
同
稀
性
白
問
題
が
、
集
圏
白
一
性
質
と

し
て
の
形
式
的
同
種
悦
の
問
題
に
限
ら
れ
ざ
る
を
得
た
か
っ
た
所
以
も
と
の
事
情
を
考
慮
す
る
時
自
ら
判
然
と
す
る
E
あ
ら
う
。
帥

ち
形
式
的
同
種
性
白
問
題
は
、
集
閤
論
白
領
域
忙
そ
の
基
礎
を
も
ち
、
大
量
観
察
法
白
意
義
・
性
質
並
び
に
必
然
性
白
解
明
の
た
め

に
問
題
に
た
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

か
L
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
限
り
、
形
式
的
同
種
性
の
問
題
の
と
り
上
げ
方
は
、
。

l
d
ヱ
ツ
ク
の
そ
れ
と
著
し
く
相

異
ら
ざ
る
を
得
た
い
。
問
題
白
霊
黙
は
第
一
に
集
聞
の
一
性
質
と
し
て
白
形
式
的
同
種
性
白
問
題
に
あ
る
。
と
の
問
題
の
解
明
を
基

礎
に
し
て
繭
徐
D
諸
問
題
が
再
組
織
さ
れ
る
の
で
あ
あ
。
尤
も
ジ

1
0
エ
ツ
ク
が
集
閣
の
一
性
質
と
し
て
白
形
式
的
同
種
性
を
問
題

に
し
た
か
っ
た
の
で
は
た
い
。
し
か
し
問
題
の
提
起
が
偏
殺
で
あ
る
と
と
は
認
め
ざ
る
を
得
在
い
事
賞
、
で
あ
る
。
ジ
ー
ジ
ヱ
ツ
ク
は

集
閏
白
一
性
質
と
し
て
の
形
式
的
同
種
性
が
何
た
る
か
を
規
定
し
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
統
計
方
法
に
劃
し
て
如
何
な
る
意
義
を
も

ち
、
如
何
在
る
問
題
を
も
つ
も
白
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
何
等
規
定
す
る
所
が
友
い
。
集
園
の
諸
性
質
の
分
析
は
方
法
と
の
閥
聯
の

下

ιと
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
が
方
法
白
規
定
に
十
分
在
る
理
論
的
指
導
を
興
へ
、
方
法
に
必
然
性
を
附
興
し
て
始
め
て
意
味
を
も
っ

Zizek， Die "Allgemeine “und " spezielle“st. Methodenlehre， Jahrb. f. 
N叫 ionalδk.u. St.， III Folge， 3 Dd.， S. 643; Der st. Verglcich， A11g. St 
Archiv， 21 Bd.， S. 525 
Flaskamper， Winkler在見主。
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も
白
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
集
圏
の
一
性
質
と
し
て
の
形
式
的
同
種
性
白
概
念
規
定
に
戎
で
、
統
計
方
法
上
の
意
義
如
何
の
問
題
が
挺

起
さ
れ
ね
ば
な
ら
由
。
し
か
も
と
の
問
題
に
と
そ
軍
賄
が
置
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
ク
の
問
題
の
提
起
の

中
に
之
を
見
す
己
と
が
出
来
た
い
。

し
か
し
他
方
に
於
て
、
ジ

1
ジ
エ
ツ
ク
は
方
法
上
白
要
請
と
し
て
の
形
式
的
同
種
怯
が
集
園
由
一
恒
質
と
し
て
の
形
式
的
同
種
性

を
基
礎
に
し
て
定
立
さ
れ
、
亡
の
要
請
を
満
す
た
め
の
手
績
が
規
定
さ
れ
て
居
り
、
我
々
は
と
白
耕
に
集
固
の
快
質
と
し
て
白
形

式
的
同
種
性
白
統
計
方
法
上
白
意
義
に
闘
す
る
ジ

1
ジ
ヱ
ツ
ク
の
見
解
を
推
知
す
る
と
と
が
出
来
る
。
し
か
し
僅
か
に
大
景
観
察
及

ぴ
統
計
利
用
上
白
部
分
的
手
続
に
閲
聯
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
基
礎
と
さ
れ
て
ゐ
る
に
す
ぎ
宇
、

ス
ケ
ム
バ
ー
に
至
る
形
式
的
同
種
悼
の
問
題
解
明
の
成
果
|
|
帥
ち
集
閣
に
於
け
る
形
式
的
同
種
性
を
大
量
観
察
訟
が
教
へ
上
げ

と
れ
を
い
V
l
ジ
ヱ
ツ
ク
土
り
フ
ラ

(
N
P
F
z
a
)
と
分
類
(
D
E
百戸

3
口
町
)
を
悲
本
的
要
素
と
し
左
け
れ
ば
た
ら
ぬ
根
擁
と
し
て
把
〈
、
大
量
制
察
法
白
意
義
、
性
質
並
び
に

方
法
と
し
て
も
つ
必
然
性
白
解
明
に
多
く
白
取
論
的
根
擦
を
興
へ
つ

L
あ
る
と
と
に
封
比
ナ
る
時
、
第
一
に
ジ

1
ジ
エ
ツ
ク
に
於
て

は
集
閤
白
一
性
質
と
し
て
形
式
的
同
種
性
の
統
計
方
法
ヒ
に
於
け
る
意
義
白
把
揚
が
十
分
で
た
く
、
第
↑
一
に
集
国
の
形
式
的
同
種
性

に
闘
す
る
解
明
白
方
法
論
へ
白
婿
取
吸
収
が
不
十
分
で
あ
る
と
一
式
は
ね
ば
た
ち
血
。
(
一
九
四
0
・
八
・
二
九
)

グ
ー
グ
ヱ
ツ
ク
と
形
式
的
同
積
性
四
問
題

第
五
十
ご
巻
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